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◇进餐前的准备 食
しょく

事
じ

前
まえ

の 準
じゅん

備
び

   为了防止进餐时发生误
咽，调整好姿势是很重要的。
坐在椅子上时，腰部和膝盖都
应保持约九十度（90°）。坐在
椅子上的时候与餐桌之间应
保持一个握拳的距离为宜。 

食事をしている時
とき

の誤
ご

嚥
えん

を

防
ふせ

ぐために姿
し

勢
せい

を 整
ととの

えること

は大
たい

切
せつ

。いすに座
すわ

ったときに腰
こし

とひざがそれぞれ９０°になる

ようにする。いすに座った場合

の 机
つくえ

との距
きょ

離
り

は、にぎりこぶ

し１つ分
ぶん

程
てい

度
ど

がいい。

   如果条件允许，在进
餐前漱口或做口腔操，让
嘴部周围活动开后，会更
加容易张口、咀嚼。 

余
よ

裕
ゆう

があれば、食事の前
まえ

に口
くち

をゆすいでおいた

り、口
こう

腔
くう

体
たい

操
そう

をして口まわりを動
うご

かしておくと食

事がしやすくなる。 

◇进餐铺助的基础 食事介助の基
き

本
ほん

 

   坐在被辅助人的旁边，以相同的视线高度进

行辅助进食，能够防止降低误咽的风险。如果护理
者站着辅助进食，会使被辅助人被动抬头从而造
成颈部不适、姿

势不良。另外，
应 坐 在 被 辅 助
人 的 侧 面 而 不

是 正 前 方 才 能
更 容 易 辅 助 进
食。一般在被辅

助人的惯用手一侧辅助进食。 
 在辅助进食时，一次只能喂入适量的食物（大

约一勺的量）。量太多或太少都会增加误咽风险，
或者会使咀嚼变得困难。将食物喂入口中时，应把

利
り

用
よう

者
しゃ

の 隣
となり

に座ることで、同
おな

じ目
め

線
せん

で食事のサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

ができ、誤
ご

嚥
えん

のリ
り

ス
す

ク
く

を防
ふせ

ぐことにつなが

る。介
かい

助
じょ

者
しゃ

が立
た

ったまま食事介助すると利用者の首
くび

の向
む

きが苦
くる

しく、姿
し

勢
せい

も悪
わる

くなる。ま

た、正
しょう

面
めん

ではなく横
よこ

に座ることで食事介

助をしやすくなる。

利用者の利
き

き手
て

側
がわ

の

ほうから介助すると

いい。 

食事介助の際
さい

に、食
た

べ物
もの

をちょうどいい分
ぶん

量
りょう

（ス
す

プ
ぷ

ー
ー

ン
ん

1
いっ

杯
ぱい

分
ぶん

が目
め

安
やす

）だけ利用者の口に含
ふく

ませる。

初次辅助⑤ 进餐辅助 
初
はじ

めての介
かい

助
じょ

⑤ 食
しょく

事
じ

介
かい

助
じょ

 

 需要护理的高龄老人，有时候无法独自
顺利进餐。因此，在这里介绍一下进餐的辅
助方法。为了能让老人顺利进餐，请注意以

下几点来进行。 

介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な高
こう

齢
れい

者
しゃ

は、食事を一人
ひとり

でうまくでき

ない場
ば

合
あい

があります。そこで今
こん

回
かい

は、食事の介助の仕
し

方
かた

を 紹
しょう

介
かい

します。適
てき

切
せつ

に食事ができるよう、いくつ

かのポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

に 注
ちゅう

意
い

しながらやってみましょう。 

护理 
介
かい

護
ご

护理者站着辅助进食 
立ったまま介助している 

在被辅助人的惯用手一侧辅助 
利き手側に座る

1



第 92号 中国帰国者支援・交流センター情報誌 天天好日 令和 8年 2 月 

 

勺 子 递 到 被 辅
助 人 的 下 嘴 唇
边 上 再 送 入 口
中，而且不要送
入 口 腔 内 部 深
处 而 是 送 到 前
方的位置。从上
方或水平方向
直接送入口中
都会加大引起
呛咳或误咽的风险。 

多
おお

かったり少
すく

なかった

りすると誤
ご

嚥
えん

のリスク

が上
あ

がったり、咀
そ

嚼
しゃく

し

づらくなったりする。食

べ 物 を 口 に 運
はこ

ぶ と き

は、スプーンを利用者

の口の 下
した

辺
あた

りに持
も

っ

ていき、口の奥
おく

ではなく手
て

前
まえ

に入
い

れる。上から入れ

たり水
すい

平
へい

に入れようとすると、むせや誤嚥のリスク

が高
たか

まる。 

◇餐后护理 食
しょく

後
ご

のケア
け あ

 餐后护理中的口腔护理环节就是为了保持口中
清洁的方法。例如，提醒清洗义齿或刷牙，以保持口
腔内部的清洁。若食物残渣留在口中，成为导致蛀牙
的原因。此外，为了降低误咽或窒息的风险，必须确
保口中没有任何残留物。最后还要检查口腔内是否
已经完全清洁干净。 

 进餐记录不仅要
注明进食量，还要记
录好剩余食物、进餐
时间和菜单内容。通
过记录进餐情况，可
以了解被辅助人的饮
食 喜 好 与 进 食 倾 向
（喜欢，不喜欢的东
西或进食中遇到的困难点），从而做好今后的饮食照
护和改进。 

食後のケアの 一
ひと

つである 口
こう

腔
くう

ケアは、口の

中
なか

を 清
せい

潔
けつ

に 保
たも

つための 方
ほう

法
ほう

。 例
たと

えば義
ぎ

歯
し

を

洗
せん

浄
じょう

したり、歯
は

磨
みが

きを 促
うなが

すことで口 腔
こうくう

内
ない

をきれいにしてもらう。食べ物の残
のこ

りかすが残

っていると虫歯
むしば

の原
げん

因
いん

になる。また誤
ご

嚥
えん

や窒
ちっ

息
そく

のリスクを下げるために、 必
かなら

ず口の中は何

もない 状
じょう

態
たい

にする。口の中がきれいになった

ことを最
さい

後
ご

にチ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

ク
く

する。 

食事の記
き

録
ろく

は食事の摂
せっ

取
しゅ

量
りょう

だけでなく、残

った食事・食事にかかった時
じ

間
かん

・献
こん

立
だて

の内
ない

容
よう

を記
き

録
ろく

しておく。食事の記録をすることで、利

用者の嗜
し

好
こう

や傾
けい

向
こう

（好
す

き嫌
きら

いや困
こま

っているこ

となど）を確
かく

認
にん

でき、今
こん

後
ご

の食事の対
たい

策
さく

がで

きるようになる。 

 进餐时，应注意依次、均衡地将主菜、副菜

和水分等喂入口中，这是非常重要的。 
被辅助人当中，也有味觉、嗅觉、视觉功能减退的

人。因为有时无法辨认吃进口中的食物，所以在送

入口中前要先提醒：“接下来吃××哦。” 

  辅助进食时应尽量配合被协助人的节奏，慢

慢进行。过于催促会导致咀嚼不充分，从而增加呛

咳和误咽的风险。但也不宜时间过长，以 30 分钟

左右为标准来进餐为宜。吃太久会让被辅助人感

到疲倦，恐怕会产生厌食情绪。 

食事は、主
しゅ

菜
さい

・副
ふく

菜
さい

・水
すい

分
ぶん

などを 順
じゅん

番
ばん

にバ
ば

ラ
ら

ン
ん

ス
す

よく口に運ぶことが大切。利用者の中には、味
み

覚
かく

･ 嗅
きゅう

覚
かく

･視
し

覚
かく

が低
てい

下
か

している人
ひと

もいる。何
なに

を口

に含
ふく

んだのか分からないこともあるため、口に運ぶ

前に｢次
つぎ

は〇
まる

〇
まる

を食
た

べましょうね」と声
こえ

をかける。 
食事介助はできるだけ利用者のペースに合

あ

わせて

ゆっくりと 行
おこな

う。急
せ

かしてしまうと咀
そ

嚼
しゃく

できず誤

嚥のリスク
り す く

が高
たか

まる。ただあまり⾧
なが

すぎてもいけな

いので、およそ 30分
ぷん

くらいを目
め

安
やす

に食事を行うとい

い。 ⾧
ちょう

時
じ

間
かん

になると利用者が疲
つか

れてしまい、食事

自
じ

体
たい

を嫌
いや

になってしまう恐
おそ

れがある。 

从上方方向直接送入口中 
口の上からスプーンを入れて

いる

应把勺子递到被辅助人的下嘴唇边上 
スプーンを利

り

用
よう

者
しゃ

の口の下あたりへ 

这是在帮被铺助人刷牙的场景
磨いてあげている例 
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